
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

じ
ん
（
塵
）
肺

の
話

▲
１
９
８
３
年

に
前
橋
協
立
病

院
で
じ
ん
肺
外

来
を
開
始
し
ま

し
た
。
じ
ん
肺

は
ト
ン
ネ
ル
工

事
、
鉱
山
炭
鉱
、
石
材
加
工
、

溶
接
、鋳
造
、窯
業
な
ど
色
々

な
職
業
に
従
事
し
て
い
る
労

働
者
が
作
業
中
に
生
ず
る
微

細
な
粉
塵
を
長
期
間
吸
入
し

た
結
果
、
肺
内
に
と
り
こ
ま

れ
た
粉
塵
が
も
と
に
な
っ
て

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
異
常
が

あ
ら
わ
れ
、
肺
機
能
を
障
害

し
た
り
、
肺
感
染
症
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
れ
を
じ
ん
肺
症
と
い

い
ま
す
。
肺
内
に
と
り
こ
ま

れ
た
粉
塵
を
除
去
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
の
で
治
療
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
こ
の

職
業
病
は
じ
ん
肺
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
救
済
を

う
け
る
に
は
労
災
認
定
を
う

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
認

定
を
う
け
る
に
は
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
、
肺
機
能
検
査
、
喀

痰
検
査
な
ど
を
行
っ
て
診
断

書
を
作
成
し
、
労
働
基
準
局

に
提
出
し
て
審
査
を
受
け
ま

す
。
審
査
の
結
果
労
災
と
認

定
さ
れ
る
と
給
付
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

じ
ん
肺
外
来
は
、
労
災
認
定

さ
れ
た
人
達
の
健
康
管
理
と

対
症
療
法
を
行
っ
て
経
過
を

み
て
い
く
こ
と
、
新
た
に
認

定
を
受
け
た
い
人
の
た
め
に

診
断
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

業
務
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

（
３
面
に
続
く
）

交
通
事
故
の
後
遺
症

で
自
己
管
理
が
困
難

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
た

Ａ
さ
ん
は
、
60
代
の
男
性
で

す
。
若
い
と
き
に
交
通
事
故

で
脳
挫
傷
を
負
い
ま
し
た
。

そ
の
後
遺
症
で
自
己
管
理

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
状

態
に
陥
っ
た
の
で
す
。
体
は

正
常
に
動
き
、
会
話
は
成
立

す
る
た
め
Ａ
さ
ん
の
後
遺

症
は
社
会
の
中
で
は
気
づ

か
れ
に
く
い
も
の
で
し
た
。

前
橋
協
立
病
院
と
の

関
わ
り
は
３
年
前

　

私
た
ち
協
立
病
院
の
職

員
が
Ａ
さ
ん
に
出
会
っ
た

の
は
、
約
３
年
前
の
こ
と
で

す
。

　

仕
事
は
10
年
以
上
し
て

お
ら
ず
、
自
宅
の
掃
除
は
行

き
届
か
な
く
、
清
潔
の
保
持

や
家
計
の
管
理
も
で
き
な

い
状
況
で
し
た
。
同
居
家
族

の
わ
ず
か
な
年
金
で
ど
う

に
か
生
活
し
て
い
ま
し
た

が
、
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の

供
給
は
止
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

地
域
で
も

心
配
な
声
が

　

地
域
の
中
で
は
心
配
な

世
帯
と
し
て
自
治
会
や
行

政
機
関
な
ど
が
多
方
面
か

ら
接
近
し
て
い
た
も
の
の
、

Ａ
さ
ん
の
個
人
的
な
価
値

観
や
生
活
ペ
ー
ス
に
よ
り

具
体
的
な
支
援
に
た
ど
り

前
橋
協
立
病
院
　
地
域
連
携
相
談
セ
ン
タ
ー

医
療
福
祉
相
談
室
　
室
長
　
堀
込
　
真
弓

着
か
ず
に
数
年
と
い
う
時

間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

入
院
が
き
っ
か
け
で

支
援
を
開
始

　

Ａ
さ
ん
が
当
院
に
入
院

を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
生
活
課
題
の
整
理

や
解
決
に
前
橋
協
立
病
院

も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
の
支
援
策
を
関

係
機
関
・
多
職
種
で
協
議

し
、「
施
設
へ
の
入
所
」「
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
導
入
」

「
第
三
者
に
よ
る
金
銭
の
管

理
」「
水
道
・
電
気
な
ど
の
供

給
」「
病
気
の
再
発
予
防
の

た
め
病
院
外
来
・
あ
お
ば
薬

局
で
内
服
薬
管
理
」
な
ど
が

支
援
の
方
針
と
な
り
ま
し

た
。家

族
と
過
ご
し
た
い

　

施
設
へ
の
入
所
の
た
め
、

施
設
見
学
を
２
回
ほ
ど
試

み
る
も
の
の
「
家
族
と
自
宅

で
過
ご
し
た
い
。
飼
い
犬
が

心
配
だ
。」
と
本
人
か
ら
同

意
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

又
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
提
案
で
は
、
本
人
が
時
間

を
守
れ
な
く
、
必
要
な
費
用

捻
出
も
で
き
ず
、
思
う
よ
う

に
進
み
ま
せ
ん
。

周
辺
の
支
援
が

ス
タ
ー
ト

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
金

銭
管
理
の
契
約
が
成
立
で

き
た
た
め
、
自
宅
の
水
道
だ

け
は
供
給
が
再
開
し
ま
し

た
。

　

病
気
の
再
発
予
防
の
た

め
、
関
係
機
関
・
多
職
種
の

協
力
で
「
毎
日
、
病
院
の
外

来
に
来
て
薬
を
飲
む
」
こ
と

を
中
心
に
、
炊
き
出
し
へ
の

お
誘
い
や
通
所
の
施
設
を

借
り
て
入
浴
を
し
て
い
た

だ
く
な
ど
様
々
な
支
援
を

し
ま
し
た
。

見
守
り
や
声
か
け

食
料
・
衣
服
の
提
供

　

自
治
会
役
員
や
地
域
組

合
員
に
よ
る
見
守
り
と
声

か
け
活
動
が
あ
り
、
食
料
・

衣
服
の
提
供
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
と
病

　

前
橋
協
立
病
院
の
職
員
が
地
域
の
人
達
と
協
働
し
て
、

生
活
困
窮
者
に
支
援
を
行
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

自
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
援

地
域
と
病
院
が
連
携
し
た
活
動

院
の
支
援
を
２
年
以
上
継

続
し
た
結
果
、
Ａ
さ
ん
は

徐
々
に
地
域
や
病
院
と
信

頼
関
係
が
形
成
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
電
気
と
ガ
ス

は
止
ま
っ
た
ま
ま
で
、
十
分

な
食
事
の
摂
取
と
清
潔
の

保
持
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。み

ん
な
が
心
配
し
て

く
れ
て
い
る

　

支
援
開
始
か
ら
２
年
数

か
月
後
の
昨
年
、
３
回
目
の

施
設
見
学
で
Ａ
さ
ん
は
施

設
入
所
を
決
意
し
ま
し
た
。

入
所
の
決
め
手
は
、「
こ
れ

か
ら
年
も
と
る
し
、
家
族
に

負
担
を
か
け
ら
れ
な
い
。」

「
協
立
病
院
の
皆
で
俺
の
こ

と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
心
配
し
て

く
れ
る
場
所
が
あ
る
の
な

ら
施
設
入
所
も
良
い
か
な

っ
て
思
う
」
と
い
う
Ａ
さ
ん

の
気
持
ち
の
変
化
で
し
た
。

　

施
設
入
所
後
、
Ａ
さ
ん
は

き
れ
い
な
身
な
り
で
施
設

内
で
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、

前
向
き
に
生
活
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

多
く
の
協
働
が
大
切

　

今
回
の
支
援
は
、
Ａ
さ
ん

の
こ
と
を
思
う
多
く
の
人

が
協
働
し
た
か
ら
こ
そ
気

持
ち
が
届
い
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
病

院
で
協
働
の
支
援
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

支援に関わった前橋協立病院の職員
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第70回通常総代会開催について
2021年３月27日

群馬中央医療生活協同組合

理事長　瀧口　道生

　群馬中央医療生活協同組合定款第50条、52条、53条にも
とづき第70回通常総代会を下記のとおり開催いたします。
１．日程及び会場
　日　時：2021年６月19日（土曜日）
　　　　　午後１時30分〜４時30分
　会　場：昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館）
　　　　　大ホール
　　　　　〒371-0805　群馬県前橋市南町三丁目62番地1
　　　　　電話：027-221-4321
２．議　　題
　第１号議案　�2020年度活動のまとめ、事業報告と決算関

係書類承認の件
　第２号議案　�2021年度基本方針、事業計画及び予算承認

の件
　第３号議案　定款の一部変更に関する件
　第４号議案　役員選任議案承認の件
　第５号議案　役員退職慰労金支給に関する件
　第６号議案　役員報酬決定の件

地方区分理事候補者推薦希望
申し出のお知らせ

2021年４月24日
群馬中央医療生活協同組合

理事長　瀧口　道生

　第70回通常総代会では、役員改選が行われます。役員選任規約第６条４項
「理事長は、地方区分理事候補者の推薦に先立ち、次の事項を公告し、区域別推
薦委員会の推薦を受けることを希望する組合員からの申し出を求めるものと
する。」にもとづき、以下の通りお知らせいたします。
　地方区分理事として推薦を希望される方は、下記にもとづきお申し出ください。

１、任　　　　　　期　　2021年度通常総代会〜2023年度通常総代会
２、推薦希望者の資格　　�2021年４月30日までに加入し、申し出時も継続してい

る組合員に限ります。
３、申し出受付方法　　�所定の用紙に必要事項を記載の上、群馬中央医療生協本

部に提出してください。用紙は生協本部か事業所に備え
おきますのでお申し出ください。

４、申し出受付期間　　2021年５月１日（土）〜５月15日（土）
５、役員選任を行う通常総代会の日程　　2021年６月19日（土）
６、地方区分理事の区域別定数
　　　　前橋区域　　　　13人
　　　　伊勢崎区域　　　２人
　　　　太田・館林区域　４人
　　　　桐生区域　　　　４人　　　　合計　23人
　　　　※�定款第4条「この組合の区域は群馬県の地域とする」にもとづき、在住

地問わず申し出を希望することができます。所定の申し出書に希望する
区域をご記入ください。

2021年度基本方針・重点課題
【組合員活動】
① 支部活動
　・ 「ひとりぼっちをつくらない」を合言葉に、支部と組合員とのつながりを強め

ます。災害など何かあったときに気にかけあえる仕組み＝「近助」（※）を地
域の人たちといっしょに考えます。また、地域の課題や要求に向き合っている
団体や若い世代とつながりをつくることを重視します。

　　 「近助（※）」…防災システム研究所の山村武彦氏が阪神淡路大震災時の教
訓から「発災時、頼りになるのは向こう三軒両隣のご近所同士が積極的に
助け合うこと」と提唱しました。

　・ コロナ禍でも楽しく参加してよかったと思えるような工夫で世代を超えて参加
できる班活動や組合員の得意分野をいかせる班づくりをすすめます。

　・新たな配布者を増やし、未配布地域への配布をすすめます。
② 居場所・たまり場活動
　・たまり場を拠点として、子育て世代や幅広い人たちとのつながりを広げます。
　・ 安心の居場所として、新たなたまり場づくりをすすめます。新病院建設に向け

た議論が始まる前橋地域で１〜２カ所の開設をめざします。
③ 世代や地域の枠を超えた取り組み
　・ 地域や年齢を問わずに集まるグループ活動等で、新たな組合員の参加を増やします。
　・スマホやパソコン活用等で多様な人たちと新たなつながりを広げます。
　・ 子ども、高齢者、障がい者、社会的弱者、マイノリティの人や団体とつなが

り、地域の課題解決に向け連携をすすめます。
　・ 医療生協の強みや魅力を発信するための広報活動を強化します。機関紙紙面は

事業活動の紹介や幅広い世代の組合員に向けた記事など内容を充実させます。
④ 組織課題（加入・増資）
　・ 幅広い人たちや団体とのつながりを通しての新規加入や名義書き換えによる世代交

代の取り組みなどを積極的にすすめ、新たに1,200人の仲間増やしをめざします。
　・ 10年構想第６次五か年計画の中心事業である新病院建設に向け、まちづくり

の拠点としての構想議論とともに建設資金を確保するための増資運動に取り
組み、年間で70,000千円の出資増をめざします。

【各分野の活動】
① 健康づくり・まちづくりの取り組み
　・ コロナ禍でもできる新たな健康増進運動の取り組みや、ポストコロナ社会での

健康づくりに関する地域向け講演会等を開催します。
　・ 「ぐんままるごと健康チャレンジ」・「キッズチャレンジ」の普及・啓発をすす

めます。「キッズチャレンジ」などで若い世代のニーズを把握し、連携のきっ
かけにします。

　・ 困っている人たちが気軽に助けをもとめられるよう日常的なつながりを持つこ
とを重視します。

　・ 組合員と職員がタッグを組んで、何かの時に相談できる事業所の存在を知らせます。
　・ 職員はくらしの困りごとなど地域のニーズを把握するための訪問行動に取り組み

ます。
　・ 認知症の方とともに生きるまちづくりをめざし、認知症への理解を深める取り

組みを具体化します。
　・ 「個人でできるフレイル予防」はYouTube配信など新たな取り組みをすすめます。
　・無料学習支援は子どもたちの居場所としての役割も重視して継続します。
② いのち・くらし・平和を守る取り組み
　・ コロナ禍により格差と貧困が広がる中、無料低額診療事業を周知宣伝すること

を重視し、利用を必要としている人たちを受診につなげます。
　・ 生活困窮者や外国人などを支援する団体との連携を強め、炊き出しやフードパ

ントリーなどの生活支援などに取り組みます。特に深刻な非正規雇用やシング

ルマザーなど女性への支援を他団体とも連携してすすめます。
　・ コロナ禍の教訓を全く踏まえない医療制度改定案の内容を広く知らせ、医療・

介護制度の充実を求める運動を強めます。高齢者の受診抑制につながる75歳
以上窓口負担2割化反対の署名運動等に取り組みます。

　・ 憲法９条改憲の危険な内容を学び、知らせるなど改憲させない運動を取り組みます。
　・ 核兵器廃絶運動、原発ゼロをめざす運動、沖縄新基地建設反対運動など、私た

ちのいのちと平和を守る運動に引き続き取り組みます。
　・ 脱炭素社会に向けて意識を高め、事業所や地域で一人ひとりが資源の無駄使い

をなくすことや省エネなどの取り組みをすすめます。
③ 事業利用やボランティアの取り組み
　・ 地域で「困った」を抱えている人たちへの支援として「ちょこっと助け合い」

の活動を強化します。
　・ 地域及び施設におけるボランティア活動に新たな人たちが参加できるよう、ボ

ランティア活動指針の見直しをすすめます。
④ 人づくり・職場づくりの取り組み
　・ 総合診療医、特に家庭医養成のより良い研修フィールドの構築をめざし、前橋

協立病院と前橋協立診療所の連携による研修環境整備をすすめます。
　・ 2020年度に行ったハラスメント研修のフォローアップを行い、その後の変化

と課題を確認します。誰でも気持ちよく働ける職場つくりができるように、多
重階層的なハラスメント予防の仕組みつくりを行います。

　・ ５つの柱に沿って職員一人一人が成長できるツールの一つとしてＭＢＯ（目標
管理）を位置づけ、効果的な運用方法を職責者育成と連動させながら進められ
るよう検討します。

　・ 職場づくりの要である職責者・主任の育成を、職責・主任研修会などの制度教育
だけでなく、定期開催している職責者会議とも連動させながら進めていきます。

　・ 2020年度取り組めなかった医療福祉生協連通信教育について再検討し、活用
または変わる教育ツールについて検討します。

　・ 2020年度コロナ禍で取り組めなかった平和教育について、2021年度には方法
を含めて取り組めるようにします。

　・ 人が育つのは環境要因が重要であるということを再認識し、理念や価値観・目
標などを中心として成熟できる職場つくりの効果的な教育方法を、すべての教
育課程で考慮した取り組みをします。

【事業・経営活動】
　・ コロナ対応を通して鮮明になった医療機関同士の連携をさらにすすめるため

に、地域医療を担う前橋協立病院をはじめとした各事業所はそれぞれの役割を
発揮します。

　・ 各事業所は新型コロナウイルス感染症対策に引き続き取り組みます。医科事業
所ではコロナワクチン接種の対応をすすめます。

　・ 前橋協立病院の入院機能は、急性期から在宅や施設へ、あるいは在宅から急性
増悪入院やレスパイト機能を発揮する病棟運用をすすめます。

　・ 新病院にむけた前橋協立病院の役割・機能を見据えて、在宅領域と外来機能の
一体的運営・再編をすすめます。気軽に相談・受診できる「かかりつけ医」機
能を強化します。

　・ くらしの継続を支援する在宅分野の医療活動を強め、相談連携機能の強化及び
群中生協内だけでなく他の事業所との連携もさらに強めます。

　・経済的に困難な人たちの拠り所・砦となる事業所としての役割を強めます。
　・ くらしを支援する医療生協としての事業所の役割を広く知らせる取り組みとし

て、訪問行動や医療座談会などを重視します。
　・ 歯科分野では口腔機能の維持・回復を重視した活動に取り組みます。また、多

職種連携で「口から食べる」を支援します。
　・ 健診事業を地域の健康づくり運動と連動させて強化し、外来診療にもつなげる

など経営課題としても重視します。

2021年度基本方針（案）
2021年度基本方針（案）を以下に掲載いたします。総代のみなさまからの意見等をふま
え修正した方針案を６月19日開催の通常総代会に提案し承認いただく予定です。

（ ）
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福島第一原発の事故から10年
３.11原発被災地を知る為の職員学習会開催

2021年度　地区別の総代会議開催

　東日本大震災・福島第一原発事故から10年を迎えました。

３月11日（木）前橋協立病院全職員集会にて、震災がおきた

14時46分頃、黙とうをおこないました。平和まちづくり委員

長の関口理事からあいさつと連日おこなっていた写真展につ

いての説明があり、帰還困難区域に指定された浪江町津島の

住民の様子を収録したDVDを視聴しました。

　参加した職員からは多くの感想が寄せられ、この写真展を

開催することで、改めて福島のことを考えるきっかけとなり

ました。

　６月19日の通常総代会を前に、各地区で総代会議が開催され、多くの組合員が参加しました。今年は、新型コロナ
ウイルス感染症予防の為、会場の収容人数を抑え、複数回を実施しました。各会場、昨年度の報告と今年度の方針に
ついて、会場から活発な意見が聞かれました。

　中毛地区は、生協会館の組合員ホールに
て４/６、４/16、４/20の３日間で、５回
に分けて開催しました。
　総代は、全部で99人の参加でした。

　桐生地区は、４/８に、桐生協立診療所
ホールにて開催しました。
　総代は、全部で15人の参加でした。

　太田地区は、４/13に、組合員会館のホ
ールと、館林のたまり場にて開催しまし
た。
　総代は、全部で25人の参加でした。

被災地への思いを語る関口理事

黙とうをささげる職員

中毛地区の様子 太田地区（館林会場）の様子 桐生地区の様子

原発事故があった
ことで、大きな被
害に苦しむ人、今
も涙を流す人が多
くいる。
10年たったからっ
てなにも変わらな
い。傷ついたまま
の人がいることを
私は忘れません。

火山地震列島に営々と築
きあげてきた人々の暮ら
し、地域の繋がりが破壊
され取り返しのつかない
ままに、放置されてしま
う現実に、言葉にならぬ
悲しさをおぼえます。そ
れがまた、繰り返される
恐怖と向き合い続けなけ
ればならないことも。

小学１年生の子どもが
います。震災の話をし
て忘れてはいけないこ
とを伝えると、「なんで
忘 れ ち ゃ い け な い の
？」と聞かれ、うまく答
えられなかったけど、
今日のＤＶＤや写真か
ら伝わることを話せば
よいと思いました。

（
１
面
の
続
き
）

　

１
９
８
３
年
に
前
橋
協
立

病
院
が
じ
ん
肺
外
来
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

高
崎
在
住
で
東
京
の
病
院
に

通
院
し
て
い
た
Ｓ
さ
ん
と
い

う
方
が
労
基
署
か
ら
近
く
の

病
院
で
診
て
も
ら
う
様
に
指

示
さ
れ
て
、
群
馬
民
医
連
事

務
局
に
相
談
に
訪
れ
ま
し

た
。
民
医
連
事
務
局
か
ら
私

の
所
へ
要
請
が
あ
り
、
こ
れ

を
受
け
入
れ
た
と
い
う
経
過

で
し
た
。
私
は
じ
ん
肺
の
診

療
経
験
は
無
か
っ
た
の
で
す

が
Ｓ
さ
ん
か
ら
じ
ん
肺
の
本

を
い
た
だ
い
た
り
、
患
者
さ

ん
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
外
来
を
は
じ
め
ま
し

た
。
最
初
の
う
ち
は
す
で
に

労
災
認
定
さ
れ
て
い
る
方
の

み
で
し
た
が
新
患
の
方
も
み

え
る
よ
う
に
な
っ
て
診
断
書

の
作
成
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
じ
ん
肺
法
を
勉
強

し
た
り
、
診
断
書
の
書
き
方

を
覚
え
た
り
し
て
少
し
ず
つ

対
応
能
力
を
向
上
さ
せ
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。
協
立
病
院

で
診
断
を
う
け
て
労
災
認
定

さ
れ
た
方
が
段
々
増
え
て
き

て
患
者
数
が
次
第
に
増
加
し

て
き
ま
し
た
。
１
９
９
７
年

桐
生
協
立
診
療
所
に
異
動
と

な
り
、
前
橋
と
桐
生
で
じ
ん

肺
外
来
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
２
か
所
で
じ
ん
肺

外
来
を
は
じ
め
て
一
時
は
１

５
０
人
位
の
患
者
数
に
達
し

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
こ
こ
10
年
ほ
ど
新
患
が

殆
ど
来
院
せ
ず
、
高
齢
者
が

多
く
な
っ
て
亡
く
な
る
方
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
前

橋
・
桐
生
あ
わ
せ
て
40
人
以

下
に
ま
で
減
少
し
、
そ
ろ
そ

ろ
じ
ん
肺
外
来
は
終
り
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
▲
私
の

診
て
き
た
じ
ん
肺
患
者
の
職

業
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
石

材
加
工
の
労
働
者
が
殆
ん
ど

な
の
で
労
働
環
境
の
改
善
が

進
ん
で
じ
ん
肺
の
発
生
が
減

少
し
た
の
で
あ
れ
ば
患
者
減

は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
。 

（
小
林
）
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「
入
職
に
あ
た
っ
て
抱
負
」

　
　
　

  

前
橋
協
立
病
院
３
階
病
棟

看
護
師　

石
井
　
穂
那
仁

　

私
は
、
看
護
奨
学
生
と
し
て
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
の
「
民
医
連
看
護
奨
学
生
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
た
際
は
「
自
分
が
目
指
す
看
護

師
像
」
を
テ
ー
マ
と
し
、仲
間
と
交
流
を
し
ま
し
た
。
理
想
の
看
護
師
を
語
り
合
う
な
か
で
、

私
は
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う
看
護
師
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
よ
り
前
橋
協
立
病
院
に
入
職
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
看
護
師
と
し
て
の
責
任
を

持
ち
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
地
域
の
仕
事
に
、
や
り
が
い
」

前
橋
協
立
病
院
医
事
課　

下
田
　
貴
之

　

４
月
１
日
に
医
事
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
前
職
で
は
大
学
の
事
務
に
て
、
学
生
支

援
や
地
域
貢
献
活
動
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
人
の
為
に
行
動
す
る
」

こ
と
を
大
切
に
し
、
教
育
資
源
の
公
共
的
な
活
用
や
、
大
学
利
用
者
の
た
め
の
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
常
に
念
頭
に
置
き
、
業
務
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
医
療
資
源
を
活
用
し
た

地
域
貢
献
や
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
健
康
的
な
生
活
習
慣
が
大
切
か

と
思
い
ま
す
。
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
健
康
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
前
橋
協
立
病
院

の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
日
々
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
地
域
で
活
躍
で
き
る
職
員
に
な
り
た
い
」

　
　
　

  

前
橋
協
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室

理
学
療
法
士　

星
野
　
真
穂

　

初
め
ま
し
て
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ご
多
忙
の
中
入
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
職
員
の
丁
重
な
ご

指
導
に
大
変
有
難
く
感
じ
る
毎
日
で
す
。
私
が
目
指
す
リ
ハ
ビ
リ
の
指
針
は
、
患
者
様
が

自
身
に
と
っ
て
充
実
・
満
足
し
た
生
活
を
送
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
難
し
く
、
不
如
意
な
日
々
を
お
過
ご
し
か
と
察
し
ま
す
が
、
前
橋

協
立
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
職
員
と
し
て
、
患
者
様
を
始
め
、
地
域
の
人
々
の
不
安
を
少
し
で

も
取
り
除
き
、
笑
顔
を
作
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

ようこそ 群馬中央医療生協・協同福祉会へ
　４月１日に新規採用職員21名を迎えました。新型コロナウイルス感染症の影響もあり、受付で検温や体調
の確認をおこないました。瀧口理事長からは、「今後の新病院建設にむけて、今まで以上に地域に根差した医
療をすすめていく必要があります。一緒に頑張りましょう。」と挨拶があり、
一人一人に辞令交付がおこなわれました。

　前橋協立病院では、単調になりがちな入院生活に季節を感じて楽
しんで頂きたいと行事食に取り組んでいます。２月号で年末年始の
行事食を紹介しました。今月号は春の行事食を紹介していきます。

桃の節句献立　〜春の訪れを感じてもらえるよう〜
献立担当：小池　瞳

　３月３日に、桃の節句（ひな祭り）をイメージした食事を提供しました。ポイントは桃の花を連
想させる主菜の花型豆腐ハンバーグと、デザートの花型三色ゼリーです。普段の食事提供では、ハ
ンバーグは大きいサイズを１つ提供しています。今回は半分量の方もお花の形で提供できるように
サイズを小さくして普通量の方へは２つ、半分量の方は１つ付けています。ゼリーは常食から飲み
込む力が弱くなった患者さんまで、皆さんで同じものを食べられるように検討しました。副菜には
旬である菜の花と春キャベツを使用した和え物、ご飯はちらし寿司を提供しました。特に長期間の
入院生活では、どうしても季節を感じにくくなりがちですが、食事を通して少しでも近づく春を感
じてもらえたら嬉しいです。

新入職員答辞

辞令交付の様子

入 院 患 者 さ ん に

食 事 を 通 し た 楽 し み を
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中毛地区　あずま支部　支部長　星野小夜子
　コロナ禍で何かと不自由をしていましたが、警戒度が下がったことで、
３月30日に花見を兼ねてウォーキングを企画しました。
　お茶のみ保健室に参加されている方を中心に声をかけ、当日は大人15
人、子ども２人が参加しました。組合員の中林松喜さんに、雷電神社な
どの説明をいただきながらウォーキングを楽しみました。中林さんは例
年４月８日の例大祭で舞のほか、お囃子で笛も吹かれています。祭の日
は、夕方には息が続かない程に疲れるそうです。神楽は戦時中も休みな
く130年以上続いていましたが、昨年から続くコロナの影響で２年続い
て休止となった為、町民ともど
も残念がっています。また、今
では高齢化と後継者不足の困
難もあり、様々な工夫をされて
います。学校が週休２日制にな
る以前は４月８日は春休みで
したが、今は当日が平日の場合
は３時過ぎまで子どもの姿は
なく、舞の後に投げる福菓子を
奪い合う賑やかさがないこと
を寂しがられていました。
　神楽や神社の説明のほか、散
り始めた桜の木の下で篠笛（さ
くらさくら）の演奏を披露して
下さり、心がゆったり、ほっこ
りしました。その日は、歴女気
分で帰路に就きました。

理事　大塚紀夫
　４月４日（日）の「さくら
ウォークin多々良沼公園」は、
105名の参加者でした。ママ
とパパとたくさんのちびっ
子たちが参加し、大人の方は
半数以上が初参加者の方で
した。集合地点には、生バン
ド演奏のグループが朝早く
から演奏を奏でていてびっ
くりでしたが、山西先生の準
備運動や楽しいウォ−キン
グ講義をしっかり頭に入れ
て参加者一同いざスタート。
　おりしもこの日は、キリス
ト教のイースター（復活祭）
の日と重なり、エッグハント
「隠された卵を探すゲーム」
を企画しました。沼の周りの

公園のあちこちに隠されたタマゴ型のプラスチック50個を探すゲ−ム
です。子供たちは、タマゴを見つけようと大人たちを尻目に走り出し、
50個隠したタマゴは、ほとんど子供たちがゲットし、ご褒美のお菓子の
商品や特等賞の「長息スペシャルセット」にご満悦でした。上毛新聞、館
林ケ−ブルテレビも取材に駆けつけ、医療生協を宣伝する」よい機会に
なり、今後のつながりもできました。今年の秋にもまた企画したいと思
っています。

桐生地区　新里支部　根岸みちる
　４月１日午前中、桐生地区では「ながめ・高津戸渓谷
ウォーキング」を行い、小学生から80代まで17人の組合
員が参加しました。ながめ公園駐車場の一角で、血圧、
握力、体組成を測定した後、ながめ公園コース、遊歩道
コースに分かれてそれぞれスタート。
　ながめ公園コースでは、ながめ余興場が開いていて、
劇場の内部も見学することが出来ました。遊歩道コース
は、はねたき橋から高津戸橋まで渓谷の両岸を一周する
起伏の多いコースです。それぞれ満開の桜や美しい景色
などを楽しみながら、全員無事ウォーキングをすること
が出来ました。
　普段あまり歩く事をしていなかった私は、階段の上り
下りの連続で少々息切れも感じたのですが、私の前を行
く80歳の女性は確かな足取りで終始先頭を歩いていま
した。お伺いすると「私は毎日１万歩を歩いているから」
との事。お一人でも淡々と健康作りに勤しんでおられる
事に感動しました。
　最近頭も体も衰えを感じている私、何か意識的にチャ
レンジしないといけないなと反省しました。

歴女気分でお花見ウォーキング

「さくらウォ−クin多々良沼公園」

桜満開　「ながめ･高津
戸渓谷ウォーキング」

仲間の作品コーナー

太田市　高田光代　さん 前橋市　洋子　さん

地域活動アラカルト

桐生地区ウォーキングの様子

大泉千代田支部・館林支部主催

子ども達が参加された様子

参加者全員で準備運動を行う様子

雷電神社について説明する中林さん

⑸ く　ら　し　と　健　康　 2021.5.1 第661号く　ら　し　と　健　康



ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　

御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　

二
〇
二
一
年
五
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　

〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　

解
答　

官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
261
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
260
回
の
答
え
》

テ
レ
ビ
デ
ン
ワ（
テ
レ
ビ
電
話
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　
「
ピ
ア
ノ
の
魔
術
師
」と
称
さ
れ
る

19
世
紀
の
音
楽
家

２　

最
近
は
「
ツ
ー
リ
ン
グ
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す

３　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

の
ロ
ケ
地
は
岩
手
県
…
…
市

４　

不
在
で
す

５　

ハ
チ
ミ
ツ
が
大
好
き
な
ク
マ
の

…
…
さ
ん

６　

…
…
の
小
径
は
京
都
・
嵐
山
の
シ

ン
ボ
ル

９　

取
っ
手
付
き
で
円
筒
形
の
器

11　

大
勢
が
同
じ
こ
と
を
言
い
ま
す

14　
「
直
接
」
と
い
う
意
味
で
す

15　

走
っ
た
あ
と
は
、
ハ
ア
ハ
ア

19　
「
李
」
と
書
く
果
実

21　

ひ
ょ
う
た
ん
と
い
え
ば

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

再
利
用
し
ま
す

５　
「
小
さ
い
」
を
意
味
す
る
仏
語

７　

…
…
も
甘
い
も
か
み
分
け
て

８　

日
本
工
業
規
格
に
合
格
し
た
印

10　

普
通
と
違
っ
て
特
別
な
こ
と

12　

地
球
表
面
積
の
約
30
％
で
す

13　

花
を
植
え
て
い
ま
す

15　

人
口
は
世
界
第
２
位

16　

二
つ
で
一
組

17　

思
い
が
け
な
い
め
ぐ
り
合
い

18　

報
道
機
関
と
い
う
意
味
も

20　

鶏
肉
と
卵
の
…
…
丼

22　
「
花
の
…
…
」と
は
桜
の
花
が
一
面

満
開
に
な
る
こ
と

23　
「
檸
檬
」
っ
て
読
め
ま
す
か
？

24　

仲
の
良
い
母
親
同
士

261
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第
132
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2021
・
4

ス
マ
ホ
に
て
卒
業
式
の
様
子
来
る　
　
　
　
　
　
　

和
子

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
さ
い
そ
く
し
た
る
春
の
猫　
　
　
　

星
子

来
て
み
れ
ば
ス
ー
パ
ー
消
え
て
初
燕　
　
　
　
　
　

丑
男

叔
母
元
気
苦
難
乗
り
越
え
珍
寿
の
春　
　
　
　
　
　

麗
子

（
敬
称
略
）

４
月
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
ド

キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
新
年
度
で

す
。
勉
強
や
部
活
、
お
友
達
な
ど

色
々
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
風
邪
や
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

（
太
田
市　

あ
か
り
ん
）

４
月
号
の
吉
田
さ
ん
の
記
事
を
読

ん
で
自
分
が
対
象
に
な
ら
な
い
か

ら
と
安
心
し
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
弱
い
も
の
い
じ
め
の

あ
の
手
こ
の
手
の
政
府
の
施
策
を

し
っ
か
り
監
視
し
て
行
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

（
太
田
市　

天
笠
久
子
）

自
宅
前
の
民
間
研
修
所
跡
地
に

は
、
樹
齢
50
年
を
超
え
る
と
思
わ

れ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
大
木
が
あ

り
ま
す
。
先
日
見
事
に
満
開
を
迎

え
た
の
で
、
巣
ご
も
り
生
活
中
の

自
宅
２
階
に
机
と
椅
子
を
並
べ
、

一
人
花
見
会
を
堪
能
し
ま
し
た
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

４
月
か
ら
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
コ
ロ
ナ
禍
で
県
立
支
援
学
校

の
子
供
達
が
密
に
な
ら
な
い
様

に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
介
助
員
と

し
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。
朝
早
い

出
勤
で
す
が
健
康
に
気
を
つ
け
て

頑
張
り
ま
す
。

（
太
田
市　

太
田
の
ヨ
ー
チ
ャ
ン
）

為
谷
さ
ん
の
禁
煙
デ
ー
ポ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
、
見
た
だ
け
で
禁
煙
し

て
下
さ
い
、
と
い
う
こ
と
が
大
変

良
く
わ
か
り
ま
す
。「
大
変
す
ば

ら
し
い
」。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

嚥
下
外
来
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
外
来

が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
前
橋
市　

ブ
ー
ち
ゃ
ん
）

「
く
ら
し
と
健
康
」
楽
し
く
拝
見
。

90
才
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
考

に
し
て
い
ま
す
。
老
人
の
暮
ら
し

方
、
健
康
法
を
教
え
て
下
さ
い
。

（
前
橋
市　

宮
﨑
一
子
）

久
し
ぶ
り
に
お
茶
の
み
保
健
室
が

タ
コ
公
園
で
開
催
さ
れ
、
な
つ
か

し
い
皆
様
に
お
会
い
出
来
て
脳
ト

レ
体
操
を
や
っ
た
り
、
焼
き
ま
ん

じ
ゅ
う
や
ト
コ
ロ
天
の
差
し
入
れ

も
あ
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
前
橋
市　

さ
く
ら
草
）

新
型
コ
ロ
ナ
で
病
院
関
係
者
の
皆

様
、
本
当
に
頑
張
っ
て
い
て
と
て

も
感
謝
の
毎
日
で
す
。
前
橋
も
変

異
ウ
イ
ル
ス
が
出
て
来
て
毎
日
ビ

ク
ビ
ク
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
心
が
晴
れ
る
の
が
、
木
々
や

多
く
の
花
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
咲
き
コ

ロ
ナ
の
日
本
で
す
が
、
花
々
が
コ

ロ
ナ
に
関
係
な
く
咲
い
て
く
れ
る

の
で
と
て
も
、
心
が
救
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終

わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

テ
レ
ワ
ー
ク
）

コ
ロ
ナ
の
予
防
で
マ
ス
ク
を
し
て

い
る
せ
い
か
、
今
年
は
花
粉
症
が

軽
症
で
発
症
も
な
か
っ
た
程
、
つ

ら
い
花
粉
症
が
な
く
、
過
ご
し
や

す
か
っ
た
で
す
。

（
前
橋
市　

ミ
ミ
さ
ん
）

今
年
の
大
学
１
年
生
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
入
学
式
が
出
来
て
良
か
っ

た
で
す
ね
。
私
の
孫
は
去
年
の
大

学
の
入
学
式
は
中
止
で
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
っ
て
も
寂
し
が
っ

て
い
ま
し
た
。（玉

村
町　

ピ
ー
コ
）

ふ
く
し
ま
原
発
事
故
写
真
展
の
企

画
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

放
射
能
被
災
者
に
と
っ
て
10
年
は

苦
し
み
と
不
安
と
、
わ
ず
か
な
希

望
を
必
死
に
見
つ
け
る
日
々
で
あ

り
、通
過
点
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
皆
さ
ん
に
原
発
事
故
を
ふ
り

返
っ
て
頂
く
事
が
出
来
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
『
近
助
』

（
４
月
号
丹
羽
さ
ん
）
を
大
切
に
、

生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
前
橋
市　

丹
治
杉
江
）

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
好
き
の
主
人
が
初

め
て
挑
戦
し
、
解
答
を
出
し
て
く

れ
ま
し
た
。

難
し
い
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
て
、
満
足

そ
う
で
し
た
。

（
前
橋
市　

は
ー
ち
ゃ
ん
）

こ
の
季
節
サ
ク
ラ
が
と
て
も
き
れ

い
で
母
と
サ
ク
ラ
を
見
に
協
立
病

院
の
駐
車
場
で
花
見
を
し
ま
し
た
。

毎
年
と
て
も
き
れ
い
に
咲
く
の
で

心
が
和
み
ま
す
!!

（
前
橋
市　

ケ
イ
ち
ゃ
ん
）

投
稿好

日
や
祖
母
手
づ
く
り
の
柏
も
ち 

中
島
毅

並
木
路
の
背
な
た
落
ち
く
る
桜
し
べ 

金
子
純
代

ク
イ
ズ
狂
花
と
一
緒
に
解
く
答 

み
ゆ
き

悠
々
と
春
風
お
よ
ぐ
鯉
の
ぼ
り 

三
輪
ヒ
サ

【
俳
句
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2021
・
4

菜
の
花
の
き
い
ろ
一
色

風
そ
よ
ぐ

健
ち
ゃ
ん

帰
り
道
小
首
か
し
げ

ボ
ケ
タ
か
な

Ｋ
ち
ゃ
ん

鴨
の
群
れ

サ
ク
ラ
散
り
舞
う
広
瀬
川

松
ち
ゃ
ん

鳶と
び

の
舞ま

ふ

山や
ま
し
ろ城
偲し
の

ぶ
梅
の
里

信

初は
つ
ひ
ば
り

雲
雀
鍬く
わ

の
手
休
め

腰
た
た
く

章

花
吹
雪

コ
ロ
ナ
も
共
に
吹
き
飛
ば
せ

タ
カ
オ

ス
ー
パ
ー
で
春
の
野
菜
に

目
移
り
す

克
ち
ゃ
ん

青
麦
や
き
じ
ば
と
合
う

里
の
道

は
つ
え
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５月31日は、世界禁煙デーです。
たばこを吸うことは、体にたくさんの悪い影響があり
ます。
そのことをもっと多くの人に知ってもらうためのポ
スターを募集します。

応募期限：2021年５月14日（金）
（応募要項）
◦�応募サイズは、A３・A４サイズまたは四つ切もしくは
八つ切画用紙とします。
◦�作品の裏面に「学校名(学年)・住所・氏名・電話番号」
を明記してください。
◦�応募の対象年齢は、20歳未満とさせていただきます。
◦�応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生
協に帰属するものとし、
優秀作品は所属・氏名と
共に機関紙等に掲載させ
ていただきます。
※�応募作品は禁煙啓発活動
に使用させていただくた
め、原則返却しません。

お問い合わせ　生協本部組合員活動課　TEL.027-265-3531（代表）

理
事
会
だ
よ
り

●
３
月
27
日
（
土
）
定
数
29
名
中
27
名
の
出
席
で

第
10
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

① 

会
務
報
告

② 

専
門
委
員
会
報
告

③ 

第
70
回
通
常
総
代
会
招
集
に
関
す
る
件

④ 

総
代
会
１
号
議
案
・
２
号
議
案
に
関
す
る
件

⑤ 

理
事
辞
任
に
関
す
る
件

⑥ 

２
０
２
１
年
度
常
勤
役
員
任
命
に
関
す
る
件

⑦ 

就
業
規
則
の
一
部
改
訂
に
関
す
る
件

⑧  

城
東
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
と
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
朝
倉
へ
の
統
合
に
関
す
る
件

⑨  

２
０
２
０
年
度
決
算
処
理（
固
定
資
産
廃
棄
損
、

事
業
末
収
金
貸
倒
損
失
処
理
）
に
関
す
る
件

⑩ 

常
勤
医
師
の
採
用
に
関
す
る
件

⑪  

地
方
区
分
理
事
の
選
任
区
域
及
び
区
域
別
推

薦
委
員
数
に
関
す
る
件

⑫ 

管
理
者
の
任
免
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０21年3月末）

組　合　員� 35，545人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，5０1人

　太田・館 林 地 域　組合員：　5，957人

　桐生・みどり地域　組合員：　2，947人

　その他の地域　組合員：　　14０人

出　資　金� 9億6,357万3,０００円

一人平均出資金� 27，1０9円

2021年度ＷＨＯ世界禁煙デー

禁煙ポスターの募集
2021年度自治体健診

 前橋市 

予約受付中！
受診シールが届いてなくても大丈夫！
予約できます！

※健診日までに受診シールご準備ください。

（ご予約・お問い合わせ）
健診室　TEL 027-265-3511（代表）　平日9時30分〜16時

シールが届き次第健診開始
下記へお問い合わせ下さい。

（ご予約・お問い合わせ）　TEL 027-231-6060

 太田市 
太田協立診療所

５月１日より健診開始
（ご予約・お問い合わせ）

TEL0276-45-4911

 桐生市 
桐生協立診療所

６月１日より健診開始
（ご予約・お問い合わせ）

TEL0277-53-3911

地域のみなさんへ

前橋協立病院では、将来私たちと共に地域の医療を担っていきたいという意志のある医学生・看護学生の方に対し
て、就学の一助として奨学金の貸与を行っています。

＜貸与額＞

医学科生　１〜３年生　５万円

　　　　　４〜６年生　６万円

看護学生　１〜４年生　４万円

【お問い合わせ先】
群馬中央医療生活協同組合　前橋協立病院
〒371-0811 群馬県前橋市朝倉町828-1
　　　　　　 TEL027-265-3511
医学生担当　　黒澤　E-mail：igaku-t@kyouritsu.org
看護学生担当　新井　E-mail：s-arai@kyouritsu.org

・ 奨学金は他の奨学金制度を

利用している方でも応募で

きます。

・ 卒業後、一定期間勤務する

ことにより奨学金の返済が

免除されます。

前橋協立病院

前橋協立診療所

医学生・看護学生の奨学金のご案内
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て

は
、
祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診）

半澤
(第1,2,3,5） 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３）

萱間
（第2,3,4,5） 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
堀口 堀口 ＊歯科医の研修等で変更

になることがあります。
担当制を希望される方
は、お手数ですが事前に
お問い合わせ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっており
ます、お電話で予約でき
ます。
＊診療時間中の急患は随
時受け付けておりますの
で、ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

午後
月・火・水・金曜
木曜	14:30～ 16:30
13:30～16:30

半澤
(奇数月第3）

萱間 萱間 萱間 萱間 萱間
（奇数月第3休診）

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～ 20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第1・２)

西上(第2～5) 西上 鈴木
（第４休診） 小	林 西上(第1・3)

片岡(第4・5)
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 第1休診

西上(第2～5) 西上 西上

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第2・4のみ)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
無料送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
遠藤

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
小泉

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

（月曜は15:00～）

小泉
遠藤

（16時まで）
（第１・３・５）

小平 江田
岡田
遠藤

（第２・４）
加藤

夜間
17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平 小平 小澤
※月曜午後の外来は一部予約を除き15：00〜になります。
※糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
　
科

午
前

予約外 小　林修 野　本 高　柳 弘　中 宮　澤 大　宮

予約外来
瀧　口道

鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞
鈴　木
骨：茂　木
8:30～10:00
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
坂　本

（第１/３/５週）
鈴　木
小　野芳
宇　敷

（第２/４週）
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）

西　上
塵　肺：小　林
（第４週）

糖尿病：深　津
糖尿病・甲状腺：吉　川

宮　澤

瀧　口道
鈴　木
瀧　口由
西　上

瀧　口道
鈴　木（第１/４/５週）
西上（第４週）

呼吸器：三浦陽（第１週）
砂長（第３週）

糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
循環器：中島（第３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

予約外 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

予約外来
田ヶ原

循環器：金　古
泌尿器（関口/前野/松尾）

心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
呼吸器：増　田

糖尿病・甲状腺：植　原

野　本（第２/４/５）
三　浦章

肝臓：高　柳
循環器：中　島
（第１週）

循環器：金　古
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第２/４週）

田ヶ原
心療内科：鈴　木

橋　爪洋
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

＊夜間は予約患者さん専用外来
となります。
＊急患の方はいつでもご相談下
さい。

夜間 予約外来 鈴　木 石　川　
三　浦章 西　上

小児科

午前 一般外来 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島 矢　島

齋　藤
齋　藤

矢　島（第１）
佐藤（第３/４/５）

午後 専門外来
精神発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田
乳健３週間・予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

乳健３ケ月・予防接種：齋　藤
（第３休診）

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

精神発達：齋　藤

乳健９～10ヶ月・予防接種：
齋　藤（第１/３/５休診）
アレルギー：矢　島
精神衛生相談：角田

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 精神発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 白　石・小　松 小　松 白　石・小　松 小　松・北　原 白　石・北　原
北　原（第１/３週）
西　出（第４週）
白　石（第５週）

午後 婦人科 白石、小松	※手術の場合は休診 小　松（第４週は午後３時迄） 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 白　石・北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第２/４週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	※第３週休診 岩　森

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 坂　本 交替制
午後 腸 坂　本 橋　爪真 山　𥔎 橋　爪真

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 伊　藤 須　藤
乳腺・
甲状腺 担当医　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 大　島　ＡＭ

小児科受付時間
午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜
間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、
この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。産婦人科受付時間 午前8:00~11:00　※予約優先午後14:00~16:00　（初診予約可） 午後14:00~16:00

2021年５月１日現在の診療体制
病院・診療所とも日曜日・第２土曜・国民の休日（５月は３、４、５日）は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

高柳
桑原

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
谷口

高柳（11:00まで）
桑原

１日：高柳
15日：谷口
22日：桑原
29日：高柳

午後 高柳
15:30～17:00

桑原
14:30～17:00

谷口
14:30～17:00

谷口
14:30～17:00

桑原
14:30～17:00

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
＊レントゲン：月～金曜日の午前中
＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
＊休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・祭日
＊詳しくはお問い合わせください。
＊前橋市の特定健診を行っています。予約制となっていますので、ご希望の方はお問い合わせください。

※第２土曜　休診
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